健康第1216－2号　

令和５年８月28日　
　指定医の勤務する医療機関の長　殿
茨城県保健医療部健康推進課長　　

小児慢性特定疾病及び指定難病に係る診断書オンライン登録のためのデータベース利用申請について（依頼）
本県の保健医療行政につきましては、平素より御尽力いただき感謝申し上げます。

現在、厚生労働省において、小児慢性特定疾病及び指定難病に係る診断書（小児慢性特定疾病は「医療意見書」、指定難病は「臨床調査個人票」）のオンライン登録の実施に向けた整備が進められています。

小児慢性特定疾病の「医療意見書」については、令和5年10月から、指定難病の「臨床調査個人票」については令和6年4月から、インターネット接続のPC端末より難病小慢DBに接続し画面上で作成・登録ができるようになる予定です。
小児慢性特定疾病指定医または、難病指定医の皆様に難病小慢DBをご活用いただくためには、茨城県等へID・パスワードの交付申請が必要です。
つきましては、交付申請の受付を行いますので、貴所属の小児慢性特定疾病指定医または難病指定医に周知のうえ、申請の折には下記のとおりお願いいたします。
記

【申請方法】
1　申請書内の「医療機関ユーザーデータファイル」のシートに必要項目を入力
※医療機関でまとめてご記載願います。
2　提出先メールアドレスに送付　　

※ファイル名は「【医療機関名】_申請月日4桁_小慢指定医ID・パスワード申請書」としてください。

※メール件名は「小慢指定医ID・パスワード申請書（医療機関名）」としてください。

【提出先】
茨城県保健医療部健康推進課　yobo6@pref.ibaraki.lg.jp

【申請書様式】
　医療機関ユーザーデータファイル.xlsx
【参考資料】
【医療機関編】 難病小慢DBに関する周知.pdf
公表用：難病・小慢DBシステム利用マニュアル（共通編） 医療機関用.pdf
【その他】
· 申請は随時受け付けていますが、小慢指定医が10月1日から利用開始する場合は、9月6日（水）までに申請する必要があります。
· オンライン化システムを使用せず従来通りの運用を継続することも可能です。
· 申請前に「【医療機関編】 難病小慢DBに関する周知」をご一読願います。

· 医療機関単位での申請において、医療機関で１番目に登録された指定医に自動的に責任者権限（※）が付与されます。「医療機関ユーザーデータファイル」の先頭行に記載した指定医に責任者権限が付与されることになります。
※責任者とは、医療機関の全ユーザに対してアカウント登録やパスワード初期化、アカウントロック解除、暗号化鍵再発行等ができるユーザ種別です。登録できる責任者は、各医療機関に1名のみです。（詳細は「公表用：難病・小慢DBシステム利用マニュアル（共通編） 医療機関用」17ページをご参照ください。）
· 水戸市内の小児慢性特定疾病指定医療機関は、水戸市へ申請書を提出する必要があります。水戸市からの通知に則ってご申請ください。

＜問い合わせ先＞


茨城県保健医療部健康推進課


難病対策グループ　大竹・綿引・中谷
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